
設立総会で承認された7人の理事

　
12
月
18
日
、
農
事
組
合
法
人「
久
石
フ
ァ
ー
ム
」

（
藤
�
孝
誠
代
表
理
事
、
構
成
員
35
人
）が
設
立

総
会
を
開
催
し
、
村
内
で
は
2
組
目
と
な
る
農

事
組
合
法
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
農
事
組
合
法
人
と
は
、
農
業
の
協
業
化
と
農

地
の
適
正
管
理
を
推
進
す
る
た
め
の
法
人
組
織
。

コ
メ
価
格
の
低
下
な
ど
に
よ
り
個
人
経
営
が
困

難
な
状
況
で
、
農
業
離
れ
や
農
地
の
遊
休
化
が

深
刻
化
す
る
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
設
立
さ

れ
ま
す
。

　「
久
石
フ
ァ
ー
ム
」の
前
身
で
あ
る「
第
二
駐
在

区
営
農
組
合
」（
以
下
、「
営
農
組
合
」）は
、
昭
和

58
年
の
立
ち
上
げ
か
ら
、
共
同
機
械
利
用
や
農

作
業
受
託
な
ど
の
営
農
活
動
を
行
い
、
地
域
の

農
業
を
守
る
と
共
に
、
風
光
明
媚
な
田
園
風
景

を
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
担
い
手
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

で
次
世
代
へ
農
地
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
困
難
な

状
況
の
中
、
平
成
30
年
５
月
に
単
県
事
業
の
農

地
集
積
加
速
化
事
業
の
促
進
地
区
に
指
定
を
受

け
、
６
月
に
事
業
推
進
員
会
を
設
立
。
地
元
農

家
へ
の
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
地
元
農

家
の
状
況
を
把
握
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
農
家

が「
営
農
組
合
の
法
人
化
移
行
」の
意
向
を
示
す

回
答
と
な
り
ま
し
た
。
設
立
ま
で
の
話
し
合
い

の
活
動
で
は
、
10
回
の
事
業
推
進
員
会
、
８
回

の
発
起
人
会
議
と
、
先
進
地
研
修
を
実
施
し
十

分
な
検
討
を
重
ね
、
３
回
の
集
落
全
体
説
明
会

を
開
催
。
営
農
組
合
を
、
農
地
の
利
用
権
設
定

が
で
き
る「
農
地
所
有
適
格
法
人
」へ
の
移
行
に

つ
い
て
の
合
意
形
成
に
漕
ぎ
着
け
、「
久
石

フ
ァ
ー
ム
」設
立
に
至
り
ま
し
た
。

　
藤
�
代
表
理
事
は
、「
久
石
フ
ァ
ー
ム
の
組
合

員
間
の
目
標
と
し
て
、
何
事
も
組
合
員
間
で
共

有
し
、
喜
び
や
楽
し
み
を
共
感
す
る
た
め
、
共

に
働
き
、
新
し
い
も
の
に
挑
戦
し
て
、
共
に
創

り
上
げ
る
、「
共
有
」・「
共
感
」・「
共
働
」・「
共
創
」

の「
四
つ
の
共
」を
掲
げ
、組
合
員
で
一
致
団
結
し
、

地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
挑

戦
し
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
農
業
法
人
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉
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村内2組目の農事組合法人が設立
農事組合法人「久石ファーム」（第二駐在区）

12月18日（火）　設立総会が開催されて発足した農事組合法人「久石ファーム」

挨拶される藤�代表理事

（前回開催時の様子）

（前回開催時の様子）

村の農業を担う新規就農者を募集しています

第2回南阿蘇村「農のしごと」フェア

〈問い合わせ〉南阿蘇村農業研修生受入協議会事務局（農政課 農政係）
◎e-mail：nosei1@vill.minamiaso.lg.jp ◎TEL：0967（67）2706 ◎FAX：0967（67）0115

　現在、南阿蘇村では、転出の増加や、子育て世代の不足による少子高齢化はかなり深刻な問題になっています。
　過疎化が進む中、基幹産業である農業の担い手不足などによって生じる耕作放棄地の増加や景観形成の悪化によ
り、地域の魅力低下につながることも危惧されています。
　そのため、村では、次世代の農業を担う新規就農者を募集しており、南阿蘇村の魅力を知ってもらうため、以下
の2つのイベントを開催します。

　
２
月
16
日（
土
）午
後
２
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
福
岡

県
内
の
蔦
屋
書
店（
予
定
）で
、
第
２
回
南
阿
蘇
村「
農
の
し

ご
と
」フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

　
村
外
か
ら
の
新
規
就
農
者
と
な
っ
て
、
地
域
の
中
心
的
担

い
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
若
手
農
業
者
の
方
た
ち
と
、

山
コ
ン
の
司
会
で
有
名
な
荒
木
直
美
さ
ん
や
、
農
業
を
専
門

と
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
交
え
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
南
阿
蘇

村
を
定
住
地
と
し
て
選
ん
だ
理
由
や
、
新
天
地
で
新
規
就
農

し
た
こ
と
で
戸
惑
っ
た
こ
と
や
良
か
っ
た
こ
と
等
、
大
変
参

考
に
な
る
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
終
了
後
、
就
農
や
生
産
・
栽
培
・
加
工
等
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
就
農
相
談
会
も
実
施
し
ま
す
。

　
村
で
新
規
就
農
を
希
望
す
る
方
か
ら
、
農
業
に
少
し
で
も

興
味
が
あ
る
方
ま
で
、
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
会
場
の
詳
細
な
ど
が
決
定
し
次
第
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

第2回南阿蘇村新規就農・就業現地研修ツアー
　
３
月
２
日（
土
）に
は
、
村
内
の
農
業
施
設
見
学
や
、
就
農
者

と
の
意
見
交
換
や
親
睦
を
図
る
、
第
2
回
南
阿
蘇
村「
農
の
し
ご

と
」新
規
就
農
・
就
業
現
地
研
修
ツ
ア
ー
を
開
催
予
定
で
す
。

　
今
回
は
、「
南
阿
蘇
村
農
業
研
修
生
受
入
協
議
会
」の
会
長
で

あ
る
大
津
栄
視
さ
ん
の
イ
チ
ゴ
施
設
の
見
学
と
イ
チ
ゴ
収
穫
体

験
を
行
い
、
ま
た
、
研
修
生
受
入
農
家
で
実
績
の
あ
る
藤
�
孝

誠
さ
ん
の
ア
ス
パ
ラ
ハ
ウ
ス
施
設
の
見
学
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
元
農
家
と
昼
食
を
交
え
て
の
親
睦
会
な
ど
を
行
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
師
匠
の
話
を
聞
け
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
詳
細
が
決
定
し
次
第
、
後
日
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
チ
ラ
シ
、
地
元
新
聞
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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